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事態の停止を示すフランス語の動詞的要素について1）  

佐 藤 淳 一  

1．はじめに  

一般に，CeSSer，arr6ter，S’arr8ter，finir，aCheverの5つの動詞的要素は，  

前置詞deを介して不定詞と共に用いられ，この不定詞が表している事態の展  

開の停止を示していると言える。しかしながら，実際にはこれらの要素が示す  

停止は全く同じ性質のものではなく，それぞれが独自の特徴を持っていると思  

われ，従って，問題の5つの要素は，互いに異なる意味価値を持っていると考  

えられる。また，各々の要素は，その統辞的振る舞いにおいても互いに異なっ  

ている。本稿は各要素に固有のこうした価値を，統辞的特性とあわせて明らか  

にしようとするものである。   

2．FRANCKEL（1989）の指摘  

FRANCKEL（1989）は，特にcesserと丘山ーを取り上げて，その価値の遠  

いについて論じている。要約すると次のようになる。両者は，共に不定詞が表  

す実現中のprocもsPが時間軸上の一時点において非実現へと移行することを  

示す。ただし瓜nirは，不定詞のEl的語などを元に評価されるproc畠sPの展開  

の量が完全に汲み尽くされることを含意し，この点で両者は異なっている。基  

本的には筆者もこの考えに賛成である。しかし，このFRANCKEL（1989）  

の考察は，実例の検証による裏付けがなされておらず，また，更なる詳細な記  

述の余地も残していることから，以下ではachever，a汀飢er，S，am塘terなど  

も加えてもう一歩踏み込んだ考察を行なってみようと思う。   
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3．5つの動詞的要素の意味価値の考察  

3・1arreter，S’arreter，CeSSerとachever，finirを区別する意味価値：  

中途段階における停止／最終段脂における停止   

5つの動詞要素は，事態の展開の停止を示す点では同じであるが，展開のど  

の段階における停止を示すかにより，2つのグループに大別される。   

まずarr6ter，S，arr6ter，CeSSerが，展開の途中の段階における停止を示す  

という意味価値を共有することにより，1つのグループを構成する。以下の（1）  

～（3）のaの文に見られるように，展開の終点を内合している事態2ノ：「報告  

書の作成」，「本の講読」，「手紙の通読」については，「報告書」，「本」，「手紙」  

の“最後の行’’以前のところで，まだ“残りの行”があるにもかかわらず，書  

く，あるいは読む行為が停止することが表される。また，各々bにおけるよ  

うに，特に終点を内合していない事態：「ヴァイオリンの演奏」，「時計の動き」，  

「カラスのいたずら」については，それらが，更に後々も継続し得る状況の中，  

ある時点において停止するということが表される。  

（1）a．DanSdixminutes，jevaisarr8terdeTゼdigeT・TnOT”aPPOrtpOur  

prendreunrepas．3〉  

b．Natachaarr6tedejoueT瑠uulolo7J，SeretOurneetSel昌ve．（CoTue  

depr裏地mpざ，54）  

（2）a．Quandlet616phoneasonn6，ils’estarr6t6dellreleliuT・e．  

b．Les pendules s’arr6tらrent de舟ireiic tac，1’une apr昌sl’autre．  

（〟0払m窟花eJe升ogJ，8）  

（3）a．Ellecesse deliT・enalettT・edeson TnaT・i］，tOutheureuseacette  

id6equ’ellel’aeu，SOnCal0rifもre，（Premi占reneige，84）  

b．Nourielin’attendplusqu’unechose，quelecorbeaucessedele  

pT・endrepour cible et accepte dele rendre al’anonymat．（Un  

mo花de抒比，βu，わ〟‥．，25）  

他方で，且nirとacheverが，展開の最終段階における停止を示すという共  

通の意味価値により，もう1つのグループを成す。（4）b，（5）bのような展  

開の終点を含まない事態とは組み合わされ得ないことから明らかなように，こ  

れら2つの動詞は，特に終点への指示を行う機能を持っているのであり，まさ   
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に終点の実現を表すのである。  

（4）a．Le garGOnvientluiresservlr un Martinl．【．  

ach占vedereJ叩Jよrgeuerre．（〟071g云e㍑r且re，30）  

b．＊paultolユtaCOupaChevadecrier．  

（5）a．IlfiniradeTidigersonT・aPPOT・taVantladate，  

b．＊Soudain，ilsontfinidebauarder．  

fi3 

】Le gar∈On   

3．2 arreter，S’arreter，CeSSerを区別する意味価値：  

1）意図的停止／非意図的停止   

終点以前における停止を示すこれらの動詞は，第一に，この停止に意図性の  

意味価値を加えるか否かで互いに異なる。   

まずarr昌brは，停止を主体の意図によるものとして示す。aIT創krは，（6）  

aのように有生物を主語とすると共に，不定詞に随意的動作ヰ）－その主体が  

自らの意志により自由に開始し，継続し，停止することが可能であるような動  

作を表す動詞を選択する傾向を持っており，（6）bのように事物名詞を  

主語としたり，（6）cのように非随意的動詞を不定詞に採ることは非常に困難  

である。  

（6）a．Nbtachaarr6tedejouer，SeretOurneet8elもve．  

b．＊Lespendulesarr6t昌rentdefairetictac，l’uneaprらsl’autre，  

c．’Mais，Simontoutacouparr6tadesangloter．  

一般に，文脈に対してこのように常に意志性を求める動詞は，それ自身も意図  

的な行為を表すと考えられることから，arr飢erも主体の意志に基づいてなさ  

れる停止を示すと思われる。更にa∫r飢erは，（7）のように命令法との組み合  

わせが可能であり，このことからもa汀飢erが意図的な停止を示していると言  

えよう。  

（7）a．Arr蝕）Zdevousoccuperdemoietdemesa肋iresvouBenten－  

dez！  

b．AT・ratOnSdeparleravecdes‘si’．   
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反対に，S，a汀飢erは，停止を主体の意志によらないものとして示す。これ  

は，（8）b（＝（2）b），（8）cに見られるように，S，arr飢erが文脈の意志性を  

必要としないのに加え，（9）のように命令法と共起し得ないことによる。  

（8）a．Natachas’arr8tedejouer，SeretOurneetSel色ve．  

b．Lespenduless’arr8tとrentdefairetictac，1’uneaprもsl’autre．  

C．Mais，Simontoutacoups’arr6tadesanglote7・．  

（9）a．鵠T・r6tezUOuS devous occuperde moietde mes afraires volユS  

entendez！  

b．込rrβtons－nOuSdeparleravecdes‘si’．   

従・？て（8）aでは，jouer［duviolon］という随意的動作が，その主体であるNa－  

tachaの意図ではなく，何らかの外的要因によって停止することが表されるこ  

とになる。   

また，CeSSerは，文脈に意志性があれば主体自身の意匡＝こよる停止を表し，  

それが不在ならば主体の意図とは関係のない停止を示す。なぜなら，以下の（10）  

b～eのように，CeSSerは意志性の制約を課さない一方で，（11）のように命令  

法と両立するからである。  

（10）a．肋tachacessedejouer，SeretOurneetSelもve．  

b．Lespendulescessもrentdefairetictac，1’uneapr由1’autre・  

c．Mais，Simontoutacoupcessadesangloter．（LePqpadeSiTnOn，  

16）  
（11）a．cessezdevousoccuperdemoietdemesa肋iresvousentendez！  

（エαUよee≠r£e几dbαfre，110）  

b．Cessonsdeparleravecdes Lsi，． （ContedepT・intemps，65）   

2）動的事態の停止（動作の抑制）／静的事態の停止（状態の消滅）   

更に3つの動詞は，動的事態／静的事態のいずれについて停止を示し得るか  

により二分される。   

先の（8）b，Cにおいて見たように，S，arr昌teTは，意志性のない事態との両  

立には問題はないのであるが，それが6trepoplilaire，1’6tre（＜6trejeune）  

などような静的状態であると使用は困難となる。   
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（12）a．’Acause du scandale，Cette Vedette s，est arr合t6e d，atT・ePPPu－  

Jαire．  

b．▲onn’aplusleccurjeuneimpun6mentqlユandlecorpss’estar－  

r合t（室deヱ壱fre．  

またa汀6terは，先の（6）b，Cで見たように，意志性が存在しない事態と  

の両立が困難であることから，当然（12）のような状態性の事態とはなじまない。   

これら2つの動詞が静的な状態の消滅を示し得ないのは，arr飢erという語  

が持つ「対象を抑える，運動を制する（ex．arr6terunevoiture，arr昌terune  

manifbstation，etC．）」という本来の意味によると思われる。   

一方cesserは，これまでの例，及び（13）の例に見られるように，事態の動  

／静の性質を問わず，その停止を示すことができる。  

（13）a．Acauseduscandale，CetteVedetteacess6d’6trepQPulaire，  

b．Onn’apluslec（℃urjeuneimpun6mentquandlecorpsacess6de  

J壱fre．  

3）一時的停止／恒久的停止   

また，3つの動詞は，事態の再開を含意し，停止に一時性の意味特徴を加え  

るa汀飢er，S’a汀飢erと，このような合意を持たず，停止を事実上恒久的なも  

のとして示すcesserとに分かれる。   

各々についてのこうした特性は，まず文レベルにおいて，次の、ような文脈要  

素との両立可能性から認められる。（14）におけるpourlemomentや，（15）の  

jusqu’良cequ’unenouvelleinformationpuisseetreobtenueは，ある一定の  

時間的間隔を表す要素であり，この期間の後に再びpenser，血scuteTなどの  

事態が行われることを暗示している。このような要素を含む文脈においては，  

arr6ter，S’arr6terが用いられやすくなる。一方，（14，）のIerestedesavie，  

（15’）のprendrons une d6cisionなどは，事態の再開を否定する要素であり，  

これらとはcesserが組み合わされる。なお，（15），（15，）においてはs，arr8ter  

がいずれも使用不可能となっているが，これはs，a汀飢erが前述のような非意  

図的停止を表すことによると思われる。S’arr色brはこの意味価値ゆえに，命  

令法と同様，この文のような主語自身に対する命令を意味する未来形とは共起  

しない。   
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（14）Il  ？acesse   

a arr6t占  

5’estarr6t占  

（14，）Il  acess畠   

aarr合t占  

＊s，estarr6t6  

depenserえcettechose－1aleT・estedesat，ie．  

（15）Nous  ？cesseTOn6de  

arr合terons  

？nousarrるterons  

discuterJ〟叩ααCeq弘も几e乃0王ルeZヱe孟托  

βrmαfわ托pαねβe釦柁Obfe几肱  

（15，）Nous  dediscuteretprendT・OnSunedecision．   CeS5erOnS  

竃arr引治rOnS nous arr6t erons  

以下の（16），（17）は，「服用した薬の作用」や「人間の歩行能力」という，  

その本質上，停止後の再開があり得ない事態が問題となっているため，CeSSer  

のみが使用可能な例である。なお，（16）においてarr6brの使用が不可能なの  

は，主語が事物名詞であり，文脈に意志性が不在であることも原因の1つであ  

る。  

（16）cerem色de  defbiTTeSOn腑tsixheuresapl・らs．  CeSSe  

≠aIT色b  

－5’arr島地   

（17）Acausedel筍㌍，SOngrandl）畠re  demαrCんerilya  aces畠占  

a arr合t占  

＊s，estarr台tg  
deuxans．  

また，それぞれの動詞の特性は，各々の談話レベルにおける用法からも認め   
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られる。arr引治ー，S’arr飢erにより停止を示された事態は，（18），（19）のよう  

に，話の流れの後方において再開されるのがふつうである一方，CeS5erによ  

り停止を示された事態は，（20）のように，そのまま終わりになるのである。   

（18）Letimbreen瓜ntinta，etSaS（鷲urapparut，tOuteenVelopp6een  

SeS grands vetements de route．Et tout de s11ite，SanS S’6tre  

Seulement reconnues，elles8’6treignlrent Violemment，SbT・ratani  

des壱TnbT・aSSeT・pOurreCOmmenCerauSSit6t．（Clairdelune，56）   

（19）RolandsbrTT6tedejouerenfaisantsignedelamain《d，yaller〉〉良  

Pierre・［・L］OnentendRolandrecommencerえjouerdupian0．  

（月αfねme花Jdecααr，61）   

（20）［．．］1apetiteRita，quisautelacorde．Nousentendonslebruit  

d’unevoitureえchevalquis’arr6teaproximit6．Ritacessedesaur  

teretregarde verslavoiture．La fillette abandonne sa corde a  
DonJaime【．．】（Ⅵr去d王α花α，1819）  

4）急激的停止／段階的停止   

最後に3つの動詞は，停止に急激性の意味合いを加え，一時点を境に事態が  

ばったりと停止する様を表すか，こうした意味を含ませることなく，純粋に停  

止のみを示すかにより，ここでもarr昌ter，S，arr6terとcesserとに分かれる。   

これは，arreter並びにs’arr8terが，tOut a COuPを初めとする瞬間性を強  

調する副詞とはなじみやすいものの，peuapeuのような漸進性を強調する副  

詞との両立は困難である一方で，CeSSerはいずれの副詞とも自然に両立し得  

ることに基づく。  

（21）Aprらsquenousnoussommes6loign6sl，undel，autre，  

avons王mm∂dlαfeme柁fcess占  

avonsよm〝諺diαfemgれfarr6t占  

nous sommesよmJγ浸dよαfeme几とarr6t由  

denousvoir．   
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（21り Apr畠squenousnoussommes6loign由1，undel’autre，  

aVOnS CeSSe  

？avonsanせt占 nous sommes  arr6t6s  

pg比丘pe比denousvoir．  

（22）Lasemainedemi畠reilacommenc6afhirefi・Oid，  

et les oiseaux ont £0江dα王几CeSS（∋  

ontgo〟dαよ几arr6t岳  

se sontsoudain arr昌t6s  

dechanteT．  

（22’）Lasemainederni畠reilacommenc6afaire丘oid，etdepulS，  

les oiseaux ，dejourenjour，dechanter．  ontcess占  

◆ontarT6t占 se sont ar r6t占s   

（23）Apresquelepr6pos6aeuferm61’6clused’amont，18．riviもre  

わ〟fd’山花CO叫pdecouler．  ace8S（≒  

a arr6t点  

s’estarr6t6e   

（23’）parma皿q11edepl山e，1addもre  舛根占舛血de00山er．   8．CeSSe  

a arr6t6  

？s’est arr占t占e  

以上1～4の指摘から，3つの動詞について次のようなことが言えよう。   

cesserは，他の文脈要素が持つ意味的性質に影響を及ぼすことなく，これ  

を透過し，自らは純粋に時間軸上における事態の展開の停止のみを示している。  

従ってcesserは文法性の度合いが高いアスペクト表現であり，文の補助要素，  

すなわち助動詞に近いものである。   

これに対して，a汀飢er，S’a汀飢erは，単に停止を示すのではなく，意図性  

や一時性などの独自の意味内容を以て，主語に対し叙述を行う語彙的単位であ  

り，他の様々な文脈要素とも意味面における相関関係を結ぶ通常の文主動詞で  

ある。   
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3．3 acheverとfinirを区別する意味価億：  

1）絶対的な終点までの実現／任意の終点までの実現   

acheverも且nirも，事態がその展開の終点まで実現することを表す点では  

同じであるが，前者が専ら事態に固有の絶対的な終点例えば，1ireleliⅥ・e  

という事態において，補語1eliⅥ・eの最終ページの講読－の実現を示すの  

に対して，後者は，同種の終点の実現を表す他に，もう一つ別のタイプの終点  

の実現を表すことがある。というのも，aCheverを用いた（24）の文は（26）aに  

のみ等しい一方で，丘nirを含む（25）の文は，先の（26）aに加え，状況により（26）  

bの意味にもなり得るからである。この場合，丘nirが示すのは，事態に対し  

外部から任意に規定された終点例えば，同じ1irelelivreという事態に  

おいて，その主体（＝主語），あるいはその他の人により，「今日はこのページ  

まで読む」というように“目標”として任意に設定された終点－の実現で  

ある。  

（24）Ilaachev6delirelelivre．  

（25）Ila丘nidelirelelivre．  

（26）a．Ilaluわ比fJeJよure．  

b．IlaluJェJ叩捉冶Jαpαge‥．  

且nirのこうした特性は，以下の（27）～（31）のような例においても確認でき  

る。  

（27）Finissezdeuo弘g〆αi乃dre／（ムeRoあerf，伽irの項）  

（28）T’aspaBfinidem’ddbiTW？（Panique，98）  

（29）Vousavez丘nidem’eTnmeT・deravecvotresatan6ecompatibilit6！  

（エαUよeefr宣eれdも弘f柁，116）  

（30）Finisderire！Ilfauttravailler．庚obertM4thodique，finirの項）  

（31）oh，Ce que tu peuX etre agaCante！T’as pas bient6tlinide me  

ざαかe，nOn！（月αffemeJlfdec（だUr，75）  

一般にこの種の文には，本質的に人に不快感を催させる事態（（27）～（29）），  

あるいは特定の状況において他者の迷惑となっている事態（（30），（31））が含  

まれており，発話者はこれらに対し，「この事態はこの程度続けば潮時であろ   
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う」と，自らの判断により任意に終点を設定すると共に，上記のような実質的  

命令文により，この終点の一刻も早い実現を催促するのである。  

2）極限への到達   

aclleVerには，（4）a，（24）のような，終点の実現に伴う事態の停止を示す  

用法の他に，an6antir，attrlSter，d6sesp6rer，eXaSP6rer，facherなどのよ  

うな，感情の高まりの極限に相当する事態を表す動詞と親み合わされ，この極  

限状態への到達を意味する用法がある5）。  

（32）Leregarddelajeunefille  

（Ⅵrよdよα几α，44）  

achもve  

Ⅵnit  

d，aJ浸antirDonJaime．  

（33）LeMatou  acheva  

雷丘nit  

demed6se甲drerenmedisantqu’ilfallait  

attendrelanuit．（LesParadisdeschats，14）  

（34）Cetteremarque  ad6丘nitivementachev6  

－ad6finitivementfini  

de∠セェα申‘rer．  

（35）Asaparole，j’  deme／aぐんer．  aiaclleV占  

＊ai点ni  

（36）Unes畠山ed，6checs   aachev占  

◆anni   

de八房か吏病汀．  

これらの例では，「疲労困債」「絶望」「激高」などの心理的極限への到達が表  

されている。   

一方の丘nirには，これに類する用法も，対立する用法もない。  

以上1及び2の考察から，aCheverと五nirをそれぞれ次のように特徴付け  

ることができよう。   

まず丘nirは，純粋に終点の実現とそれに伴う事態の停止のみを示し，その   
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終点が絶対的なものなのか，任意のものなのかについては何も述べないことか  

ら，事態の展開の様式のみを指示するアスペクトの表現であり，CeSSerと同  

様に高度の文法性を持つ助動詞的要素である。   

これに対してacheverは，finirのようなアスペクト的意味よりも，むしろ  

事態の最終局面を強調するものであり，従ってnnirに比べると意味内容が濃  

い要素である。ただし，先に見たarr釦er，S，aIT6terほど他の要素と緊密な意  

味的関係を持ってはおらず，これらよりやや文法性は高いと思われる。   

4．5つの動詞的要素の統辞的特性の考察   

1）主語要素に対する制約   

以下の（37）及び（38）のように，CeSSerとnnirは主語要素に対し制約を課す  

ことがない。主語は後続不定詞に選択されるのであり，この不定詞に許される  

限りにおいて，いかなるものでもcesser，缶nirの主語として可能である。   

これに対してarr6ter，S，arr昌ter，aCheverは，（39）～（41）のように，各々  

独自の制約を持っており，主語は，仮に後続不定詞に許されたとしても，これ  

らの要素により拒まれることがある。  

（37）a．Quandlet616phoneasonn6，Paulacess6de  

b．Avecletemps，Cegenrede7nuSiquecesserad’  

travailler．  

int虐resserle  p11blic．  

C・Ilacess6depleuvolrilyauneheure・  

（38）a・Marieafinide坐sonrapporthier．  

b．Lespβches，quenOuS aVionsr6colt6esily aune Semaine，Ont  

finide marir．  
C・Jepensequ’ilfiniradepleuvoirdansquelque8minutes・・  

（39）a・J’aiarr昌t6de塾聖竺apr色slamaladie．  

b．－Leventesttomb6etles斥uillesdesarbTTeSOntarr6t6de空室型堕．   

C・？Ilaarr8t6de埋Cematin，VerShuitheures・  

（40）a．surprisdelavoir，ilssesontarr6t6s  debavarder．  

b．Leventesttomb6etlesfbuillesdesarbres sesontarr6t6esde  
壁卓型竺．   

C・？IIs’estarr6t6de些壁竺Cematin，VerShuitheures・  

（41）a・Pierrepeutacheverde些g堅SOnraPpOrtaVantladate・   
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b・Saconduiteindiscr占teaachev6delesexasperer・  

C・◆Jepensequ’ilachらveradepleuvolrdanSquelquesminutes・  
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2）受動化における振る舞い   

まずcesserとLinirは，文の受動化において，自らはこの操作を受けること  

なく，能動文において採っていたのと同じ形態を採る。受動形となるのは後続  

不定詞である。   

反対に，訂】娼ter，S，an奄ter，aCheverは，受動化の直接の対象となり，自  

らが受動形となる。  

（42）Onacess6d’observerleph6nomらneilyaquelquesans．  

（42’）a．■Leph6nom畠nea6tecessed’observerilyaquelquesans．  

b．Leph6nom色neacess6d’atT・eObseT・Veilyaquelquesans．  

c．◆Leph6nom畠nea6tecessed盲tT・eObseru6ilyaquelquesans・  

（43）OnaIinideconstruirelamaisonauprintempsdernier，  

（43’）a．■Lamaisonaetdf；niedeconstruireauprintempsdernier．  

b．LamaiBOna丘nid’6tT・eCOnSiruiteauprintempsdernier．  

c／Lamaisonadtdf；niedt；treconsiT・uiteauprintempsdemier．  

（44）on a arrさt6／s’est arr8t6d’observerle ph6nomらneilyaquelques  

anS．  

（44’）a．Leph6nomらnea4t6aT・T・6ted’observerilyaquelq11e6an8・  

b．Leph6nom畠nes’estarr8t6d’eiT・eObseT・U6ilyaquelquesanS．  

c．Leph6nomとnea6tearret6d裾tTYObseTVdilyaquelquesans・  

（45）Ilacheverader6digersonrapportdemain．  

（45’）a．◆sonrapportseT・aaCheueder6digerdemain．  

b．◆sonrapportach昌verad’6iT・eT・6dig6demain．  

c．Sonrapportseraacheu6d肇tT・eTidigddemain．  

以上の1及び2の特性から，次のようなことが言えよう。   

cesser及びfinirは，［主語一後続不定詞］という既製の命題部分に，後か  

ら補助要素として加えられる挿入要素である。そして，このような構成法は，  

まさに助動詞の特徴であることから，統辞的観点から見てもcesserと丘nirは  

助動詞の範疇に入る要素である。   
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対するarr畠ter，S’arr6ter，aCheverほ，文の主動詞として機能しており，  

従って，通常の本動詞の範疇に分類される要素である。   

また，これらの事実は，CeSSerと丘nirが意味面において助動詞に近いもの  

であり，arr6ter，S’arr昌ter，aCheverは通常の述語動詞であるという前章の  

指摘を裏付けるものとなる。   

5．結論  

本稿では，事態の停止を示す5つの要素について，その意味価値，並びに続  

辞的特性を明らかにし，最終的にはこれらの要素を助動詞と本動詞に分類した。  

しかしながら，同じ本動詞でも，aCheverやs，arr合terは助動詞的な部分も持  

ち合わせていることから，実際には，両範疇はその境界を明確に画定できるも  

のではなく，むしろ連続的につながっていると考えられる。  

注   

1）一本稲は，日本フランス語学会第148回例会（1996．9．28．於 ト▲智大学）におい  

て「フランス語の停止相表現について」と題して行なった発表をまとめ直した  
ものである。  

2）実際には，一つの事態について終点があるか否かほ，厳密な基準に照らして判  
定されなければならない。この基準を明確に示すことは今後の課題の一つであ  

る。本稿ではひとまず，［主語不定詞－H的補語］の全体から成る事態が，  

一定の時間における展開の後に，何らかの結果を残すのと引き換えに，もはや  

続行し得なくなる場合に，この事態を「終点を内含する」ものと規定し，理論  
的L無限に続行可能である場合に，それを「終点を内合しない」ものとした。  

3）後に出典の表示のないものは筆者による作例。以下同じ。  
4）事態の終点の問題と同様，一つの事態が随意的なものであるか否かも，明確な  

基準を元に判断されなければならない。本稿では主として感情に支配されて行  

なわれる事態や．静的な状態性の事態を特に非随意的と考え，それ以外を曖昧  
でほあるが随意的とした。  

5）同じく感情的な事態であっても，昂揚の極限に相当する現象ではなく，agaCer，   
emb畠ter．ennuyer，enaVOirassezのような持続的な状態性の感情については，  

acheverを用いることほ不可能である。このような事態については，その本格  

的な開始をcommencerが表すことになる。  
（i）a．◆Ilaachev6dem’agaceravecsesr畠nexions、  

b．Ilacommenc6anousagacer，aVeCSeSh6sitations！   
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（ij）a．■T11aSaehev占deln，embさteravecte5bisbire5－  
b．Tlla5COmlpe】lC占えm’eⅡ血6bTaVe（：kshistoires．  

（iii）a．◆Neparle珂us！j’aeh畠ved’enavoirassez，  
b・Neparlepl11S！JeCOmmenCe註enavoirassez，   

また，CrOire，飢remalade，aVOiTdes鈷uillesなどの事態も，持続的な状態  

であり，aCIleVeTを用いることは不可能である。この場合にも，その状感の本  
格的開始がcommencerにより表される。  

（iv）a，＊Enobservantlasit11ation，j’aiachev6decroirequetoutirait  

bien．  

b・Enobservantlasit，uation，j’aicommenc6えcroireque toutirait  

bien．  

（v）a．●Ilaachev6d’6tremaladeverslafindejuillet．  
b．Ilacommenc6agtremaladeverslafindej11illet．  

（vi）a．Lesarbresach畠ventd，avoirdes免uj11es．  
b．LesarbrescomplenCent畠aヽ70irde8feuilユe5．   

deillir，pOurnrなどのような現象は，一見，時間の経過の後に到達する極限  
的な事態のように思われるが，aehe▼erを用いることは不可能である。これは，  

これらの現象が，それぞれ「老いる」，「腐る」などのような，到達点の現象と  

共に，そこに至るまでの「老化」や「腐敗」の過程までを含んでおり，eXaSp6rer，  
臨cher，attristerなどのような，最終的・極限的現象とは異なっていることに  
よると思われる。従ってこのような現象も，その本格的実現がcomlnenCerに  

より表されることになる。  
（vii）a．●Maintenant，Samらreaachev占devleillir，  

b．Maintenant，SamereaCOmmeIIC6良vieillir，  

（沌）a．1espommesdelader最古rer由0托ead通ventdepollrdr．  
b．Lespomme5deladerniらrer占coltJELCOmmenCent，apOurrir．  

74  

【参考文献］   

FRÅNCIくEl」，才．よ（1989）：E抽de8deq捉eJ9ひeSmαr‘7眠Urgα坤eCれ柁Jg血如几ぐαf5，  

DTOZ．  

FREED，A．F，（1979）：ThesemanticsofETlglishaspectuaEcompEementcttion，D．  
Reidel．   


